
↘

Ｐ
３
～
続
く

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

屯
田
兵
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
は

個
人
的
に
は
今
回
で
四
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
東
京
北
見
会
主

催
東
京
常
呂
会
協
賛
の
ふ
る
里

バ
ス
ツ
ア
ー
一
泊
旅
行
で
す
。

参
加
者
は
約
四
十
名
程
で
、
会

員
以
外
の
方
も
数
名
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
北
見
市
駅
周

辺
を
拠
点
（
宿
泊
）
と
し
て
そ

の
近
傍
を
バ
ス
で
回
り
ま
す
。

一
日
目
は
移
動
日
と
あ
っ
て
、

羽
田
空
港
十
一
時
十
五
分
発
、

女
満
別
空
港
着
十
三
時
に
大
方

の
人
は
乗
り
合
わ
せ
て
行
き
ま

す
。
個
人
都
合
で
前
日
に
フ
ラ

イ
ト
す
る
人
も
い
ま
す
。
女
満

別
空
港
か
ら
予
め
用
意
し
た
チ
ャ
ー

タ
ー
バ
ス
で
、
北
見
市
へ
向
か

う
途
中
に
二
～
三
ヶ
所
見
学
致

し
ま
す
。
夕
方
一
七
時
ご
ろ
に

は
ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン
に
て
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
し
、
十
八
時
～
二
十
時

半
頃
ま
で
北
見
市
歓
迎
懇
親
会

で
親
睦
を
は
か
り
初
日
は
こ
れ

で
終
わ
り
ま
し
た
。
勿
論
お
酒

好
き
な
人
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
仲
間
グ
ル
ー

プ
で
北
見
の
飲
食
店
へ
と
足
を

運
ん
で
行
か
れ
ま
す
。

翌
日
は
、
ほ
ぼ
一
日
コ
ー
ス

の
バ
ス
旅
行
と
な
り
ま
す
。
ホ

テ
ル
前
を
八
時
に
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
に
て
出
発
し
、
今
年
は
湧

別
、
サ
ロ
マ
湖
を
横
切
っ
て
我

が
ふ
る
さ
と
常
呂
（
と
こ
ろ
）

町
へ
と
行
き
ま
し
た
。

湧
別
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
は

広
大
で
ま
る
で
オ
ラ
ン
ダ
国
の

よ
う
で
し
た
。
見
学
時
期
も
ベ

ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
天
気
も

よ
く
と
て
も
美
し
い
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
園
の
見
学
で
し
た
。
そ
し
て

日
本
で
は
汽
水
湖
（
淡
水
湖
で

は
な
い
）
と
し
て
一
番
大
き
な

湖
サ
ロ
マ
湖
を
眺
め
な
が
ら
常

呂
町
へ
と
向
か
い
ま
す
。

昔
、
中
学
社
会
科
で
習
っ
た
キ
ュ
ー

ポ
ラ
（
溶
解
炉
）
の
あ
る
街
と

い
え
ば
埼
玉
県
川
口
市
で
有
名

で
し
た
ね
。
日
本
で
カ
ー
リ
ン

グ
の
発
祥
地
は
常
呂
町
で
有
名

な
ん
で
す
が
、
カ
ー
リ
ン
グ
の

あ
る
街
で
有
名
な
の
は
？
そ
う

で
す
、
北
見
市
（
合
併
に
よ
り
）

な
ん
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

活
躍
し
た
女
子
チ
ー
ム
ロ
コ
・

ソ
ラ
ー
レ
は
世
界
的
に
も
活
躍

の
場
を
広
げ
て
一
躍
有
名
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
、
発
祥
の
街
常
呂
町
に

あ
る
カ
ー
リ
ン
グ
場
（
ア
ド
ヴ
ィ
ッ

ク
ス
常
呂
カ
ー
リ
ン
グ
場
）
で
、

カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
の

初
体
験
と
は
違
い
、
と
て
も
難

し
か
っ
た
の
一
言
で
す
。

体
験
す
る
前
に
『
ア
ル
コ
ー
ル

を
飲
ん
だ
人
は
、
カ
ー
リ
ン
グ

は
絶
対
し
な
い
で
下
さ
い
』
と

口
酸
っ
ぱ
く
注
意
さ
れ
た
意
図

が
後
に
な
っ
て
よ
ー
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
三
回
ほ
ど
ト
ラ
イ

し
て
よ
う
や
く
重
心
移
動
の
コ

ツ
、
ス
テ
ッ
キ
の
使
い
方
が
分

か
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
、
体
験

終
了
。
初
体
験
で
は
左
足
に
重

心
を
置
い
た
と
き
、
（
右
投
げ

の
人
）
全
方
位
（
氷
上
）
に
ぐ

ら
つ
い
て
し
ま
い
制
動
効
か
ず

転
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
お
酒
を

飲
ん
で
い
た
ら
、
頭
か
ら
落
ち

て
大
怪
我
と
な
る
事
間
違
い
な

し
で
す
、
と
頭
に
焼
き
つ
く
ほ

ど
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
は
、
常
呂
町
の
町
内

会
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
料
理
で

昼
食
を
ご
馳
走
に
な
し
ま
し
た
。

と
て
も
美
味
し
い
ホ
タ
テ
入
り

混
ぜ
ご
飯
そ
し
て
ビ
ー
ル
も
飲

め
て
大
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
、
『
と
こ
ろ

遺
跡
の
森
』
を
見
学
。
ネ
ッ
ト

で
観
て
こ
れ
ほ
ど
有
名
な
遺
跡

が
あ
っ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
を
進
め
て
い
く
上
で

ア
イ
ヌ
文
化
と
縄
文
石
器
時
代

の
暮
ら
し
が
明
確
に
な
っ
て
き

た
様
で
す
。
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
是
非
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
す

ね
。
夕
方
十
七
時
三
十
分
頃
ま

で
に
は
、
宿
泊
先
ホ
テ
ル
に
戻

り
ま
し
た
。
（

↓
湧
別
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
前
）

自
分
達
の
故
郷
か
ら
五
十
年

以
上
離
れ
、
こ
う
し
て
見
学
し

て
み
て
色
々
な
変
化
、
進
化
が

見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
ツ
ア
ー

を
計
画
さ
れ
る
幹
事
方
々
は
多

く
の
労
力
を
費
や
し
て
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
事
も
決
し
て
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
参

加
さ
れ
て
い
な
い
方
、
参
加
経

験
あ
る
方
も
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま

だ
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。
来
年
は
是
非
体
験

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

北
工
八
期
機
械
科
卒

鈴
木
義
則

①
勤
務
先

富
士
古
河
Ｅ
＆
Ｃ
㈱

②
担
当
業
務
内
容

電
気
設
備
設
計
（
内
線
）

の
中
間
管
理
職

③
休
日
の
過
ご
し
方

（
趣
味
・
娯
楽
等
）

娘
（
六
歳
）
と
の
公
園
遊
び

④
本
同
窓
会
へ
の
意
見

色
々
情
報
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た

北
工
二
九
期
電
気
科
卒

大
和
谷
光
弘

（
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
回
答
で
紹
介

コ
ー

ナ
ー
記
載
に
同
意
頂
い
た
方
を
紹
介

し
て
お
り
ま
す
）

『
各
卒
業
生
の
ご
活
躍

と

健
康
を
祈
る
』↗

↘

北
工
三
期
土
木
科
卒

福
永
一
雄

日
頃
、
東
京
も
い
わ
会
会
員

各
位
に
は
会
の
運
営
等
ご
協
力

い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
、
北
工
は
創
立
六
十
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
柏
陽

高
工
業
科
か
ら
新
た
に
北
見
工

業
高
校
創
設
に
伴
い
、
北
工
の

歴
史
は
始
ま
り
ま
し
た
。
ふ
と

思
う
と
、
四
十
年
前
の
師
走
、

池
袋
の
福
祉
会
館
に
十
六
名
が

集
ま
り
、
関
東
支
部
が
発
足
し

ま
し
た
。
初
代
支
部
長
に
一
期

生
の
今
野
理
彦
氏
中
心
に
柏
陽

の
先
輩
、
工
業
の
同
輩
、
後
輩

が
一
緒
に
な
っ
て
、
支
部
を
盛

り
立
て
て
き
ま
し
た
。
昭
和
六

十
年
十
一
月
に
は
、
浜
松
町
に

て
関
東
支
部
設
立
祝
賀
総
会
に

七
十
七
名
が
集
い
、
本
校
か
ら

は
校
長
、
同
窓
会
会
長
、
幹
事

長
さ
ん
ら
に
来
て
い
た
だ
き
、

お
祝
い
と
激
励
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
（
昭
和
六
十
年
は
、

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
が
墜
落
し
多
大

な
人
命
が
奪
わ
れ
た
事
件
も
あ

り
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
景
気
で
地

価
が
高
騰
、
今
考
え
る
と
異
常

な
経
済
状
況
の
頃
で
し
た
）

仕
事
等
忙
し
く
な
り
、
記
録

に
よ
る
と
昭
和
六
十
四
年
（
一

九
八
九
年
）
一
月
ま
で
は
、
同

窓
会
の
活
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
活
動
休
止
と
な
り
、
平

成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
第

二
回
総
会
・
懇
親
会
で
再
び
活

動
が
復
活
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

東
京
北
見
会
、
母
校
、
西
日
本

支
部
の
諸
先
輩
の
方
々
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）

七
月
に
は
、
よ
う
や
く
、
第
八

回
総
会
・
懇
親
会
を
市
ヶ
谷
の

学
生
会
館
で
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
、
役
員
の

面
々
も
高
齢
化
に
な
り
、
こ
の

先
心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若

き
後
輩
が
続
い
て
く
れ
る
と
、

固
く
信
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
協
力
と
ご
鞭

撻
を
と
、
願
い
駄
文
を
納
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
京
も
い
わ
会
会
長

今
井
正
司

（
北
工
三
期
電
気
科
卒
）
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東
京
も
い
わ
会

「
着
任
の
御
挨
拶
と

学
校
の
近
況
に
つ
い

て
」

東
京
も
い
わ
会
、
同
窓
生
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
母
校
・
後
輩
の
た
め

に
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
四
月
一
日
付
け
で
北
海
道

苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
よ
り
着

任
し
ま
し
た
、
校
長
の
佐
藤
靖

尚
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
学
校
の
近
況
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ

の
三
月
に
、
三
年
生
九
四
名
全

員
が
進
路
を
決
め
て
卒
業
し
ま

し
た
。
就
職
者
は
五
九
名
で
、

こ
の
う
ち
民
間
企
業
就
職
者
が

五
三
名
、
公
務
員
は
六
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
進
学
者
三
五

名
の
う
ち
、
大
学
進
学
者
が
一

二
名
、
そ
の
他
専
門
学
校
等
が

二
三
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
就
職
に
関
し
ま
し
て
は
、
同

窓
生
の
皆
様
方
が
築
い
て
く
だ

さ
っ
た
実
績
や
企
業
と
の
良
好

な
関
係
の
も
と
、
多
く
の
求
人

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
て

の
こ
と
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
流
れ
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
指
導
を
継
続
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
進
学
に
つ
い
て
は
、

地
元
国
立
大
学
の
北
見
工
業
大

学
に
４
名
の
合
格
者
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
個
別
多
様

化
す
る
進
路
指
導
に
つ
い
て
、

本
校
の
進
学
指
導
が
実
を
結
ん

だ
結
果
と
と
ら
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
指
導
を
継
続
し
て
参
り

ま
す
。

四
月
九
日
に
は
新
入
生
六
一
名

（
電
子
機
械
科
二
六
名
、
電
気

科
二
〇
名
、
建
設
科
一
五
名
）

を
迎
え
、
入
学
式
を
挙
行
し
、

全
校
生
徒
二
二
九
名
で
令
和
六

年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ

ろ
で
す
。
近
年
は
特
に
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
社
会
と
の
関

わ
り
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
報
道
機
関
で
も

度
々
取
り
上
げ
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
現
在
部
活
動
は
高
体

連
の
支
部
大
会
が
真
っ
盛
り
で

す
。
生
徒
た
ち
が
全
力
を
出
し

切
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
一
つ

で
も
多
く
の
競
技
種
目
で
全
道
、

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
む

こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。さ

て
、
本
校
は
今
年
創
立
六

十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
十
月

十
九
日
に
は
記
念
式
典
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
波

は
本
校
で
も
避
け
ら
れ
ず
、
生

徒
数
の
確
保
は
学
校
と
し
て
の

課
題
で
危
機
感
を
抱
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
本
校
の
生
徒

一
人
一
人
に
対
す
る
丁
寧
な
取

組
が
、
結
局
は
事
業
継
続
の
近

道
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
北
見
工
業
ら
し
い
教
育
の
魅

力
化
を
推
進
し
、
七
十
年
、
八

十
年
と
未
来
へ
繋
い
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
校

の
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
て
随
時
情
報
発
信
を

し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
「
北

見
工
業
高
校
」
で
検
索
い
た
だ

け
れ
ば
、
本
校
の
近
況
を
御
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
紹
介

い
た
し
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
御
支

援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
御
健
勝
と

東
京
も
い
わ
会
の
益
々
の
御
発

展
を
祈
念
し
、
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

令
和
六
年
五
月
吉
日

北
海

道
北

見
工
業

高
等

学
校
長

佐
藤

靖
尚
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お
知
ら
せ

第
九
回
総
会･

懇
親
会
開
催
予
定

次
回
開
催
予
定
は
、

再
来
年
（
二
〇
二
六
年

七
月
頃
）
を
予
定
し
て

お
り
ま
す

そ
の
際
は
改
め
て

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
も
い
わ
会事

務
局

少
子
化
に
よ
る
生
徒
減
少
が

最
大
の
課
題

東
京
も
い
わ
会
の

思
い
で
と
こ
れ
か
ら

会
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

屯
田
兵
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

卒
業
生
諸
君
へ



私
が
携
わ
っ
て
い
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
の
魅
力
を
退
職

し
仕
事
か
ら
離
れ
る
前
に
生

徒
に
紹
介
し
た
い
と
の
進
路

指
導
の
先
生
へ
の
申
し
出
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
社
に

も
了
解
い
た
だ
き
、
電
子
機

械
科
の
生
徒
を
対
象
に
二
〇

一
七
年
度
に
始
め
た
実
習
講

座
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
学

校
と
横
浜
と
を
リ
モ
ー
ト
で

つ
な
ぎ
乗
り
切
り
二
〇
二
三

年
度
で
八
回
目
、
二
〇
二
四

年
一
月
二
十
二
日
～
二
十
四

日
の
間
で
講
師
五
名
を
横
浜

か
ら
動
員
し
て
母
校
で
実
施

で
き
ま
し
た
。
一
日
目
は
、

講
師
が
念
入
り
に
担
当
講
座

の
リ
ハ
ー
サ
ル
、
二
日
目
は

二
年
生
に
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン

グ
（
軸
受
）
を
電
磁
専
用
機

器
で
加
熱
膨
張
さ
せ
て
シ
ャ

フ
ト
（
軸
）
に
嵌
め
る
実
習

と
何
℃
ま
で
上
げ
れ
ば
い
い

か
金
属
の
熱
膨
張
率
で
の
計

算
を
実
施
、
さ
ら
に
横
浜
と
、

リ
モ
ー
ト
で
入
社
二
～
三
年

目
の
社
員
と
意
見
交
換
と
会

社
紹
介
、
三
日
目
は
一
年
生

に
ポ
ン
プ
の
分
解
整
備
法
と

最
新
の
レ
ー
ザ
ー
軸
芯
出
機

器
を
使
用
し
た
モ
ー
タ
ー
と

の
軸
芯
出
法
を
体
験
そ
し
て

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関
連
資
格
、

会
社
業
務
等
を
紹
介
で
き
ま

し
た
。

こ
の
講
座
を
き
っ
か
け
に

二
〇
二
五
年
度
に
は
入
社
す

る
者
が
現
れ
て
一
緒
に
仕
事

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る

の
は
も
と
よ
り
、
就
職
先
の

選
択
の
一
つ
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
母
校

に
貢
献
し
て
い
れ
ば
嬉
し
い
。

次
の
日
暴
風
雪
で
飛
行
機
が

飛
ば
ず
、
北
見
若
松
市
民
ス

キ
ー
場
は
や
っ
て
い
た
の
で

一
人
で
ス
キ
ー
三
昧
（
北
工

生
も
と
な
り
で
ス
キ
ー
教
科

中
で
し
た
）
し
実
家
に
泊
ま

り
一
日
遅
れ
て
無
事
帰
任
。

北
工
七
期
機
械
科
卒

レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
グ
ル
ー
プ

Ｓ
Ｍ
Ｓ
株
式
会
社武

田
清
治

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
を

始
め
た
の
は
定
年
退
職
三
年
目

の
平
成
二
十
四
年
二
月
か
ら
で
、

成
績
は
団
体
戦
五
位
・
個
人
十

四
位
と
残
念
な
結
果
で
し
た
。

過
去
の
参
加
成
績
で
記
憶

に
残
る
の
は
、
平
成
二
十

七
年
七
月
団
体
優
勝
（
初

優
勝
）
・
個
人
三
位
。
平

成
二
十
八
年
二
月
団
体
優

勝
・
個
人
四
位
。
団
体
の

連
続
優
勝
を
達
成
し
た
こ

と
で
、
東
京
も
い
わ
会
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

昨
年
七
月
に
コ
ロ
ナ
で

休
止
し
て
い
た
「
ふ
る
里

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

が
再
開
。
成
績
は
団
体
優

勝
と
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
ま
し
た
。
今
回
の

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も

四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

団
体
準
優
勝
・
個
人
は
今

井
会
長
が
準
優
勝
。
大
会

後
の
懇
親
会
も
皆
で
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

他
の
チ
ー
ム
の
方
か
ら

「
東
京
も
い
わ
会
の
団
結

力
は
最
高
だ
ね
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
た
が
、
活
躍
す
る
メ

ン
バ
ー
が
大
会
ご
と
に
変
わ
り

皆
で
支
え
合
う
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。

北
工
四
期
機
械
科
卒

古
谷
野
誠
二

Ｐ
4
へ
続
く
（
写
真
）↙

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
関
東

支
部(

東
京
も
い
わ
会)

の
皆
さ
ま
に
は

お
変
わ
り
な
く
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
同
窓
会

活
動
に
ご
尽
力
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
関
東
支
部
皆
さ

ま
の
諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
共
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
本
年
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
詳
細
は
未
定
で
す
が

十
月
十
九
日
（
土
）
に
創
立
六
十
周
年

記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
少
子
化
・
人
口
減
少
等
に
よ
り
、

本
校
に
入
学
す
る
生
徒
が
定
員
割
れ
の

状
況
が
続
い
て
お
り
、
同
窓
会
と
し
て

も
大
変
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

当
市
の
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
、
各

諸
団
体
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り

ま
す
。
同
窓
会
の
事
業
で
は
、
「
北
工

ち
ょ
っ
と
飲
ん
で
語
る
会
」
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
暫

く
、
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
昨

年
八
月
に
パ
ラ
ボ
七
階
（
旧
東
急
百
貨

店
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
同
時
に
野
球

部
の
屋
内
練
習
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
修

理
の
協
賛
事
業
を
実
施
し
、
約
九
十
九

万
千
円
を
同
窓
会
と
し
て
「
野
球
部
父

母
の
会
」
に
贈
与
い
た
し
ま
し
た
。
協

賛
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
北
見
菊

祭
り
」
が
名
称
変
更
さ
れ
ま
す
。
北
見

菊
祭
り
は
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
年
）

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
近
年
は

菊
づ
く
り
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
等

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
等
が
協
議
し
た
結
果
、
名

称
を
「
き
た
み
秋
祭
り
」
と
変
更
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

秋
祭
り
は
、
「
菊
祭
り
・
オ
ク
バ
ー
フ
ェ

ス
ト
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
を

集
約
、
十
月
十
一
日
（
金
）

～
十
三
日
（
日
）
の
三
日
間
、
北
見

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
や
北
見
駅
周
辺
で
開

催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
の
同
窓
会
活
動
で
は
、
若
年
層
の

役
員
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
役
員
一
同
、
本
校
校
訓
「
自

主
友
愛
」
の
気
概
を
も
っ
て
、
母
校
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
そ
し
て
未
来
に

輝
く
後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
お
し
み
な

い
支
援
と
協
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
活

動
の
近
況
等
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
時
間

の
あ
る
時
に
皆
さ
ま
に
御
覧
頂
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。
北
見
工
業
高
校
同
窓
会

(
s
a
k
u
r
a
.
n
e
.
j
p
)

で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。

結
び
に
、
関
東
支
部(

東
京
も
い
わ
会)

の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年
八
月
吉
日

北
海
道
北
見
工
業
高
等
学
校

同
窓
会
会
長

飯
田

修
司

（
北
工
一
四
期
電
気
Ａ
卒
）

久
し
く
皆
様
に
お
会
い
す

る
機
会
も
な
い
ま
ま
に
過
ご

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
東

京
も
い
わ
会
会
員
の
皆
様
と

こ
の
会
報
を
ご
覧
に
な
る
同

窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
の
仕
事
は
電
気
科
で
の

学
び
を
活
か
す
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
札
幌
で
公
共
工

事
を
主
体
と
し
て
機
械
設
備

（
空
調
、
暖
冷
房
、
衛
生
）

の
施
工
管
理
を
す
る
会
社
で

す
。平

成
七
年
に
入
社
し
て
平

成
二
十
年
の
八
月
末
に
、
悩

み
な
が
ら
も
代
表
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

就
任
し
て
約
二
十
日
後
に
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ

て
し
ま
い
、
大
き
な
絶
望
感

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
就
任
し
た

時
は
会
社
の
財
務
状
況
が
債

務
超
過
に
片
足
を
入
れ
て
い

る
中
で
の
代
表
交
代
で
し
た
。

銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
や
社

債
を
発
行
し
２
億
円
を
超
え

る
保
証
人
と
な
り
、
夜
も
眠

れ
ぬ
日
々
を
過
ご
す
毎
日
で

し
た
が
、
三
年
後
に
は
業
績

が
軌
道
に
乗
り
六
年
後
に
は

借
り
入
れ
を
完
済
し
ま
し
た
。

家
内
に
は
心
配
を
か
け
て
し

ま
い
、
又
、
協
力
を
し
て
も

ら
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
は
業
績
も
順
調
に

推
移
し
て
建
築
を
手
掛
け
る

子
会
社
も
立
ち
上
げ
、
代
表

取
締
役
社
長
か
ら
代
表
取
締

役
会
長
と
な
り
現
在
に
至
り

ま
す
。

十
二
月
で
七
十
六
歳
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

三
、
四
年
前
か
ら
体
力
と
脳

力
の
衰
え
を
強
く
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。

会
社
の
決
算
が
六
月
で
す

の
で
、
本
年
九
月
末
の
株
主

総
会
を
以
っ
て
退
任
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

今
ま
で
も
墓
参
り
な
ど
で
北

見
に
は
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
旧
友
や
街

を
思
い
な
が
ら
、
又
、
も
い

わ
川
の
清
流
に
想
い
馳
せ
る

時
が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に

過
ご
し
て
行
き
ま
す
。

こ
の
度
は
、
皆
様
に
ご
挨

拶
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
工
三
期
電
気
科
卒
業

佐
々
木
養
孝

け
ん
こ
う
雑
話

北
工
卒
業
し
て
六
十
年
、

よ
く
生
き
て
き
た
と
思
う
心

と
、
体
ど
ち
ら
が
だ
い
じ
？
。

も
ち
ろ
ん
ど
ち
ら
も
だ
い

じ
。
簡
単
に
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
る
。
一
日
五
〇
〇
〇

歩
以
上
気
持
ち
よ
く
歩
く
。

腹
が
す
か
な
い
の
に
無
理

に
食
べ
る
こ
と
は
し
な
い
し
、

腹
八
分
目
。
塩
分
控
え
め
、

腹
が
減
っ
て
い
る
と
な
ん
で

も
お
い
し
く
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
。
年
齢
に
関
係
な

く
楽
し
む
心
が
あ
る
と
物
事

が
う
ま
く
い
く
。
な
か
な
か

楽
し
め
な
い
人
は
そ
れ
で
も

頑
張
っ
て
楽
し
む
心
を
育
て

な
が
ら
続
け
る
こ
と
。
何
で

も
や
ら
な
い
よ
り
は
や
っ
た

方
が
良
い
こ
と
が
多
い
。
仕

事
、
趣
味
は
か
な
り
大
事
。

仕
事
は
周
囲
の
仕
事
仲
間
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
何

時
ま
で
や
っ
て
も
い
い
と
思

う
。
そ
の
方
が
充
実
感
を
得

て
の
生
活
が
続
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
最
も
大

切
な
事
は
は
趣
味
を
気
の
合

う
仲
間
と
融
合
し
て
大
い
に

楽
し
む
こ
と
。
最
後
は
あ
り

が
と
う
の
一
声
を
発
す
る
。

相
手
も
自
分
も
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
る
で
は
な
い
か
。
た
っ

た
こ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
が
簡

単
に
で
き
る
人
と
そ
う
で
な

い
人
が
い
る
か
ら
世
の
中
面

白
く
て
、
辛
い
ん
だ
よ
ね
。

北
工
一
期
電
気
科
卒

高
橋
孝
男
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人

生
を

楽
し

む

私
は
福
島
県
郡
山
市
市
内
の
専
門
学
校

Ｃ
Ａ
Ｄ
講
師
に
就
い
て
十
二
年
目
に
な
り
ま

す
。
本
年
度
の
新
入
生
は
二
一
五
名
、
全

校
生
徒
数
は
五
一
三
名
、
内
留
学
生
が
四

八
名
在
籍
し
、
一
年
課
程
か
ら
四
年
課
程

と
多
く
の
学
科
、
ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。
現

在
私
は
、
二
年
生
の
二
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
授
業
、

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
授
業
二
ク
ラ
ス
と
一
年
生
の

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
、
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
、
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

Ｐ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
授
業
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｄ

授
業
は
電
気
科
、
ド
ロ
ー
ン
科
、
放
射
線
科
、

情
報
科
と
製
図
の
基
礎
知
識
が
縁
遠
い
学

科
で
す
が
、
い
き
な
り
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
授
業
か

ら
入
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら

も
Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作
に
慣
れ
て
く
る
と
容
易
に
形

に
な
る
こ
と
知
り
、
作
成
の
モ
デ
ル
を
画
面

の
中
で
回
転
し
て
眺
め
、
自
分
で
作
っ
た
喜

び
を
感
じ
る
事
が
出
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
し
自
身

の
３
Ｄ
デ
ー
タ
が
形
に
な
り
直
接
手
に
し
た

喜
び
は
大
き
く
、
以
後
、
楽
し
み
な
が
ら
授

業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
生
徒
の
作
品
作
り
の
力
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
教
育

に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

創
造
力
、
発
想
力
、
問
題
解
決
力
、
集
中

力
、
Ｉ
Ｔ
力
等
が
養
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
高
校
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
て
課
題
発
見
、
解
決
す
る
力
を
育
成
）

に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
高
校

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
部
省
で
は
、
中
学

二
年
生
の
技
術
家
庭
科
授
業
用
に
、
全
中

学
校
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
配
備
計
画
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
の
時
代
、
Ａ
Ｉ
が
苦
手
な
の
は
“
創
造
力
”

（
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
生
み
出
す
力
）
だ
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、

私
は
、
子
供
た
ち
に
早
い
段
階
で
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
、
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
触
れ
て
、
モ
ノ
づ
く

り
の
楽
し
さ
で
あ
っ
た
り
創
造
力
、
発
想
力
、

問
題
解
決
力
、
Ｉ
Ｔ
力
等
を
遊
び
の
中
か
ら

学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
学

生
で
も
容
易
に
扱
え
る
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
も
あ

り
、
数
年
前
か
ら
市
の
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
バ

ル
に
て
子
供
達
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
紹
介
ブ
ー
ス
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
さ
ら
に
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
３
Ｄ
を

紹
介
す
る
地
域
活
動
を
授
業
と
共
に
進
め

て
往
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
工
七
期
機
械
科
卒

丹
治
順
一

（
写
真
左
最
前
が
筆
者
）

３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
を
家
庭
に

母
校
同
窓
会
と
北
見
市
の
近
況

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
紹
介
実
習
講
座
継
続

実験機を用いた講義風景

社
長
就
任
後
突
然
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て

ふる里親睦ボウリング大会に参加して

母校出張での講義風景


